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(57)【要約】
【課題】  内視鏡装置において、鉗子口に挿通された装
置を、鉗子口に挿通したまま洗浄することができるよう
にする。
【解決手段】  鉗子口に挿通された光センサー１０８の
センサー部が汚れた場合は、鉗子口用洗浄口１０５は、
鉗子口出口付近を洗浄できるようになっているので、光
センサー１０８のセンサー部が鉗子口出口付近よりも突
出している場合は、光センサー１０８のセンサー部が鉗
子口出口付近までくるように引き戻した状態で洗浄を行
なう。バルブ１４１を開け、洗浄水を鉗子口用洗浄水ユ
ニット１４０からチューブ１１５内に送出し、チューブ
１１５内を通して鉗子口用洗浄口１０５から鉗子口１０
３に挿通された光センサー１０８の先端のセンサー部に
噴出することにより洗浄を行なう。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  観察部に挿入される可撓性の挿入部先端
に結像レンズと鉗子口出口を有する内視鏡装置におい
て、前記鉗子口出口付近を洗浄する洗浄手段を備えたこ
とを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記洗浄手段が、水により前記鉗子口出
口付近を洗浄するものであることを特徴とする請求項１
記載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記洗浄手段が、圧縮空気により前記鉗
子口出口付近を洗浄するものであることを特徴とする請
求項１記載の内視鏡装置。
【請求項４】  前記洗浄手段が、水と圧縮空気の組合せ
により前記鉗子口出口付近を洗浄するものであることを
特徴とする請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項５】  前記洗浄手段が、水を噴出するノズル
と、圧縮空気を噴出するノズルとからなるものであるこ
とを特徴とする請求項４記載の内視鏡装置。
【請求項６】  前記洗浄手段が、水と圧縮空気を同一の
ノズルで噴出するものからなるものであることを特徴と
する請求項４記載の内視鏡装置。
【請求項７】  前記洗浄手段が、前記結像レンズの洗浄
も行なうものであることを特徴とする請求項１から４の
いずれかに記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡装置に関し、
特に洗浄機能を備えた内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】体腔内に細長の挿入部を挿入することに
より体腔内臓器等を観察したり、必要に応じて鉗子口に
挿通した処置具を用いて各種治療処置のできる内視鏡が
広く用いられている。
【０００３】内視鏡を用いた外科手術を行なう際は、上
述の内視鏡を体腔内に挿入し、患部を観察しながら、鉗
子口から挿入した鉗子により患部を切り取るなどの外科
手術を行なう。このとき内視鏡の挿入部先端の結像レン
ズが被験者の体液などで汚れた場合は観察に支障がでる
ので、洗浄手段から水または圧縮空気を噴出させること
により結像レンズを洗浄している。
【０００４】また、近年では、鉗子口にＯＣＴや奥行き
センサーなどの光センサーを挿通させて使用するように
なってきているが、それらの装置を鉗子口に挿通して用
いている際に、被験者の体腔内で汚れた場合は、結像レ
ンズと同様に鉗子口に挿通された装置を洗浄する必要が
ある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
内視鏡装置では、洗浄の必要がない処置具などしか鉗子
口に挿通させなかったため、鉗子口に挿通された光セン
サーなどを洗浄する機能はなかった。そのため、挿通さ
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れた光センサーなどが被験者の体液で汚れた場合、光セ
ンサーなどを鉗子口から引き出し、内視鏡外で洗浄する
しかなく、観察時において、作業効率の低下を招いてい
た。
【０００６】そこで、近年鉗子口に挿通させた使用され
るようになった光センサーなどに対応して、それらを鉗
子口に挿通させたまま洗浄することが可能な内視鏡装置
が必要となってきている。
【０００７】本発明は上記のような要望に応えて、鉗子
口に挿通された装置を、鉗子口に挿通したまま洗浄する
ことが可能な内視鏡装置を提供することを目的とするも
のである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明による内視鏡装置
は、観察部に挿入される可撓性の挿入部先端に結像レン
ズと鉗子口出口を有する内視鏡装置において、鉗子口出
口付近を洗浄する洗浄手段を備えたことを特徴とするも
のである。
【０００９】ここで鉗子口とは、可撓性の内視鏡挿入部
内を貫通する管を意味する。鉗子口は、鉗子などの処置
具や光センサーなどを内視鏡先端部まで挿通させるのに
用いる。
【００１０】本発明による内視鏡装置において、洗浄手
段は、水により鉗子口出口付近を洗浄するものとしても
よいし、圧縮空気により鉗子口出口付近を洗浄するもの
としてもよい。
【００１１】また本発明による内視鏡装置において、洗
浄手段は、水と圧縮空気の組合せにより鉗子口出口付近
を洗浄するものとしてもよい。ここで、洗浄手段は、水
を噴出するノズルと、圧縮空気を噴出するノズルとから
なるものとしてもよいし、水と圧縮空気を同一のノズル
で噴出するものからなるものとしてもよい。
【００１２】さらに本発明による内視鏡装置において、
洗浄手段は、結像レンズの洗浄も行なうものとしてもよ
い。
【００１３】
【発明の効果】上記のように構成された本発明による内
視鏡装置は、鉗子口出口付近を洗浄する洗浄手段を設け
たことにより、鉗子口内に光センサーなどを挿通したま
ま洗浄を行なうことができる。これにより、観察時の作
業効率を上げることができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の具体的な実施の形
態について図面を用いて説明する。図１は本発明の第１
の実施の形態による内視鏡装置の概略構成を示す図であ
り、図２は本実施形態による内視鏡装置の先端部の詳細
を示す拡大図である。
【００１５】本実施の形態による内視鏡装置は、被験者
の体腔内に挿入される内視鏡挿入部１００と、その挿入
部１００先端にまで挿通されたライトガイド１１２ａ、
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１１２ｂから光を照射するための２つの光源を備えた照
明ユニット１８０と、内視鏡挿入部１００内のＣＣＤが
結像レンズ１０１を通して撮影した信号を画像化した信
号を出力する機能および内視鏡装置全体を制御する機能
を持ったコンピュータ１６０と、コンピュータ１６０の
映像出力信号を受けて、可視画像として表示するモニタ
１６１とから構成されている。
【００１６】内視鏡挿入部１００は、内部に先端まで延
びるＣＣＤケーブル１１１と、ライトガイド１１２ａお
よび１１２ｂと、鉗子口１０３と、洗浄水を送出するチ
ューブ１１４および１１５とを備えている。ＣＣＤケー
ブル１１１の先端部にはＣＣＤが接続され、そのＣＣＤ
には、反射用プリズムが取り付けられている。反射用プ
リズムとライトガイド１１２ａおよび１１２ｂの先端、
即ち内視鏡挿入部１００の先端部には、結像レンズ１０
１と照明レンズ１０２ａおよび１０２ｂが設けられてい
る。ＣＣＤケーブル１１１の基端は、コンピュータ１６
０に接続され、ライトガイド１１２ａおよび１１２ｂの
基端は照明ユニット１８０に接続されている。チューブ
１１４の先端は結像レンズ用洗浄口１０４に、基端は結
像レンズ用洗浄水ユニット１２０に接続されている。チ
ューブ１１４と結像レンズ用洗浄水ユニット１２０の間
には、洗浄水の流量を調整するためのバルブ１２１が設
けられている。同様にチューブ１１５の先端は鉗子口用
洗浄口１０５に、基端は鉗子口用洗浄水ユニット１４０
に接続されている。チューブ１１５と鉗子口用洗浄水ユ
ニット１４０の間にもバルブ１４１が設けられている。
【００１７】ここで、内視鏡の撮影手段にはＣＣＤなど
の撮像素子の代わりに、イメージファイバなどを用いる
ことができる。また、ライトガイドの本数は２本に限る
ものでなく、複数本あるいは全く設けなくてもよい。
【００１８】コンピュータ１６０には、内視鏡挿入部１
００から延びているＣＣＤケーブル１１１が接続されて
いる。また、必要に応じてキーボード１６２やポインテ
ィングデバイス１６３等を接続することができる。キー
ボード１６２やポインティングデバイス１６３等は、コ
ンピュータ１６０に対する制御命令の入力等に用いるこ
とができる。
【００１９】次に以上のように構成された本実施の形態
による内視鏡装置の作用について説明する。
【００２０】まず、内視鏡１００は、オペレータの手に
より被験者の体腔内に挿入される。その後、照明ユニッ
ト１８０から照明用の白色光が射出される。白色光はラ
イトガイド１１２ａおよび１１２ｂに入射され、内視鏡
挿入部１００の先端部まで導光された後、照明レンズ１
０２ａおよび１０２ｂにより被写体に照射される。白色
光の被写体からの反射光は結像レンズ１０１によって集
光され、反射用プリズムにより反射されて、ＣＣＤに結
像される。ＣＣＤからの映像信号はＣＣＤケーブル１１
１を通ってコンピュータ１６０に送られ、コンピュータ
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１６０内のメモリに保存される。さらに、必要に応じ
て、奥行きセンサーなどの光センサー１０８が鉗子口に
挿通され、それらを用いて観察が行なわれる。
【００２１】被験者の体腔内で、内視鏡先端部の結像レ
ンズ１０１が被験者の体液などで汚れた場合、結像レン
ズ用洗浄水ユニット１２０とチューブ１１４の間のバル
ブ１２１を開けることにより、洗浄水がチューブ１１４
に送出される。チューブ１１４内を通ってきた洗浄水
は、結像レンズ用洗浄口１０４から結像レンズ１０１に
噴出され、洗浄が行なわれる。
【００２２】鉗子口に挿通された光センサー１０８のセ
ンサー部が汚れた場合は、鉗子口用洗浄口１０５は、鉗
子口１０３の出口付近を洗浄できるようになっているの
で、光センサー１０８のセンサー部が鉗子口１０３の出
口付近よりも突出している場合は、光センサー１０８の
センサー部が鉗子口１０３の出口付近までくるように引
き戻し、その状態で洗浄を行なう。
【００２３】結像レンズ１０１の洗浄と同様に、鉗子口
用洗浄水ユニット１４０とチューブ１１５の間のバルブ
１４１を開けることにより、洗浄水がチューブ１１５内
に送出される。チューブ１１５内を通ってきた洗浄水
は、鉗子口用洗浄口１０５から鉗子口１０３に挿通され
た光センサー１０８の先端のセンサー部に噴出され、洗
浄が行なわれる。
【００２４】上記のように構成された本発明による内視
鏡装置によれば、鉗子口に挿通された光センサーなどの
装置を洗浄するための洗浄口が設けられているので、光
センサーなどの装置を鉗子口に挿通したままの状態で、
それらを洗浄することができる。
【００２５】本実施形態では、洗浄水を洗浄口から噴出
させることにより、鉗子口に挿通された光センサーなど
の洗浄を行なったが、圧縮空気を洗浄口から噴出させ
て、洗浄を行なってもよい。また、洗浄口は、鉗子口出
口付近が洗浄できる位置であれば、どこに設置してもよ
い。
【００２６】次に、本発明の第２の実施の形態について
説明する。本実施形態は第１実施形態の要素に圧縮空気
を噴出し、鉗子口出口付近を洗浄する洗浄口を組み合わ
せ、洗浄水と圧縮空気の両方で洗浄できるようにしたも
のである。図３は本発明の第２の実施の形態による内視
鏡装置の概略構成を示す図であり、図４は本実施形態に
よる内視鏡装置の先端部の詳細を示す拡大図である。な
お、図１に示す第１の実施形態と同等の要素についての
説明は、特に必要のない限り省略する。
【００２７】内視鏡挿入部２００は、第１の実施の形態
からさらに、チューブ２１６を備えたものであり、チュ
ーブ２１６の先端は鉗子口用洗浄口２０６に、基端は鉗
子口用圧縮空気ユニット２５０に接続されている。チュ
ーブ２１６と鉗子口用圧縮空気ユニット２５０の間に
は、圧縮空気の流量を調整するためのバルブ２５１が設
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5
けられている。
【００２８】次に以上のように構成された本実施の形態
による内視鏡装置の作用について説明する。
【００２９】まず、内視鏡２００は、第１の実施の形態
と同様に、被験者の体腔内に挿入され、撮影が行なわれ
る。
【００３０】被験者の体腔内で、内視鏡先端部の結像レ
ンズ２０１が被験者の体液などで汚れた場合、第１の実
施の形態と同様の手順で洗浄が行なわれる。
【００３１】鉗子口に挿通された光センサー２０８のセ
ンサー部が汚れた場合は、鉗子口用洗浄口２０５および
２０６は、鉗子口２０３の出口付近を洗浄できるように
なっているので、光センサー２０８のセンサー部が鉗子
口２０３の出口付近よりも突出している場合は、光セン
サー２０８のセンサー部が鉗子口２０３の出口付近まで
くるように引き戻し、その状態で洗浄を行なう。
【００３２】鉗子口用洗浄水ユニット２４０とチューブ
２１５の間のバルブ２４１を開けることにより、洗浄水
がチューブ２１５内に送出される。チューブ２１５内を
通ってきた洗浄水は、鉗子口用洗浄口２０５から鉗子口
２０３に挿通された光センサー２０８の先端のセンサー
部に噴出され、洗浄が行なわれる。また、鉗子口用圧縮
空気ユニット２５０とチューブ２１６の間のバルブ２５
１を開けることにより、圧縮空気がチューブ２１６内に
送出される。チューブ２１６内を通ってきた圧縮空気
は、鉗子口用洗浄口２０６から鉗子口２０３に挿通され
た光センサー２０８の先端のセンサー部に噴出され、洗
浄が行なわれる。
【００３３】ここで、洗浄水による洗浄と、圧縮空気に
よる洗浄とを同時に行なってもよいし、別々に行なって
もよい。
【００３４】上記のように構成された本実施形態による
内視鏡装置によっても、第１実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【００３５】本実施形態でも、２つの洗浄口は、鉗子口
出口付近が洗浄できる位置であれば、それぞれどこに設
置してもよい。
【００３６】次に、本発明の第３の実施の形態について
説明する。本実施形態は第２実施形態の要素から鉗子口
出口付近を洗浄する洗浄口を１つにしたものである。図
５は本発明の第３の実施の形態による内視鏡装置の概略
構成を示す図であり、図６は本実施形態による内視鏡装
置の先端部の詳細を示す拡大図である。なお、図１に示
す第１の実施形態と同等の要素についての説明は、特に
必要のない限り省略する。
【００３７】内視鏡挿入部３００は、第２の実施の形態
からチューブの本数を減らしたものであり、チューブ３
１７の先端は鉗子口用洗浄口３０７に、基端は二股にな
っており、一方は鉗子口用洗浄水ユニット３４０に、他
方は鉗子口用圧縮空気ユニット３５０に接続されてい
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る。チューブ３１７と鉗子口用洗浄水ユニット３４０お
よび鉗子口用圧縮空気ユニット３５０の間には、洗浄水
と圧縮空気の流量を調整するためのバルブ３４１および
３５１が設けられている。
【００３８】次に以上のように構成された本実施の形態
による内視鏡装置の作用について説明する。
【００３９】まず、内視鏡３００は、第１の実施の形態
と同様に、被験者の体腔内に挿入され、撮影が行なわれ
る。
【００４０】被験者の体腔内で、内視鏡先端部の結像レ
ンズ３０１が被験者の体液などで汚れた場合、第１の実
施の形態と同様の手順で洗浄が行なわれる。
【００４１】鉗子口に挿通された光センサー３０８のセ
ンサー部が汚れた場合は、鉗子口用洗浄口３０７は、鉗
子口３０３の出口付近を洗浄できるようになっているの
で、光センサー３０８のセンサー部が鉗子口３０３の出
口付近よりも突出している場合は、光センサー３０８の
センサー部が鉗子口３０３の出口付近までくるように引
き戻し、その状態で洗浄を行なう。
【００４２】鉗子口用洗浄水ユニット３４０とチューブ
３１７の間のバルブ３４１を開けることにより、洗浄水
がチューブ３１７内に送出される。チューブ３１７内を
通ってきた洗浄水は、鉗子口用洗浄口３０７から鉗子口
３０３に挿通された光センサー３０８の先端のセンサー
部に噴出され、洗浄が行なわれる。また、鉗子口用圧縮
空気ユニット３５０とチューブ３１７の間のバルブ３５
１を開けることにより、圧縮空気がチューブ３１７内に
送出される。チューブ３１７内を通ってきた圧縮空気
は、鉗子口用洗浄口３０７から鉗子口３０３に挿通され
た光センサー３０８の先端のセンサー部に噴出され、洗
浄が行なわれる。
【００４３】ここで、洗浄水の送出と、圧縮空気の送出
とを同時に行なってもよいし、別々に行なってもよい。
【００４４】上記のように構成された本実施形態による
内視鏡装置によっても、第１実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【００４５】本実施形態でも、洗浄口は、鉗子口出口付
近が洗浄できる位置であれば、どこに設置してもよい。
【００４６】次に、本発明の第４の実施の形態について
説明する。本実施形態は第３実施形態の要素から洗浄口
を変更し、同一の洗浄口で結像レンズと鉗子口の両方を
洗浄できるようにしたものである。図７は本発明の第４
の実施の形態による内視鏡装置の概略構成を示す図であ
り、図８は本実施形態による内視鏡装置の先端部の詳細
を示す拡大図である。なお、図１に示す第１の実施形態
と同等の要素についての説明は、特に必要のない限り省
略する。
【００４７】構成は第３の実施の形態と同様であるため
説明を省略する。次に以上のように構成された本実施の
形態による内視鏡装置の作用について説明する。
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【００４８】まず、内視鏡４００は、第１の実施の形態
と同様に、被験者の体腔内に挿入され、撮影が行なわれ
る。
【００４９】被験者の体腔内で、内視鏡先端部の結像レ
ンズ４０１が被験者の体液などで汚れた場合、洗浄口４
０７を回転させて、洗浄水や圧縮空気の噴出方向を結像
レンズの方向に向けて洗浄を行なう。このとき、噴出方
向の変更は、結像レンズ４０１と鉗子口４０３の出口付
近の両方に洗浄水または圧縮空気を当てられるのであれ
ば、どのような手段を用いてもよい。
【００５０】鉗子口用洗浄水ユニット４４０とチューブ
４１７の間のバルブ４４１を開けることにより、洗浄水
がチューブ４１７内に送出される。チューブ４１７内を
通ってきた洗浄水は、鉗子口用洗浄口４０７から鉗子口
４０３に挿通された結像レンズ４０１に噴出され、洗浄
が行なわれる。また、鉗子口用圧縮空気ユニット４５０
とチューブ４１７の間のバルブ４５１を開けることによ
り、圧縮空気がチューブ４１７内に送出される。チュー
ブ４１７内を通ってきた圧縮空気は、鉗子口用洗浄口４
０７から鉗子口４０３に挿通された結像レンズ４０１に
噴出され、洗浄が行なわれる。
【００５１】ここで、洗浄水の送出と、圧縮空気の送出
とを同時に行なってもよいし、別々に行なってもよい。
【００５２】鉗子口に挿通された光センサー４０８のセ
ンサー部が汚れた場合、洗浄口４０７の噴出方向を鉗子
口４０３の方向に向けて洗浄を行なう。さらに、洗浄口
４０７は、鉗子口４０３の出口付近を洗浄できるように
なっているので、光センサー４０８のセンサー部が鉗子
口４０３の出口付近よりも突出している場合は、光セン
サー４０８のセンサー部が鉗子口４０３の出口付近まで
くるように引き戻し、その状態で洗浄を行なう。
【００５３】光センサー４０８のセンサー部の洗浄は、
結像レンズ４０１と同様に行なわれる。
【００５４】上記のように構成された本実施形態による
内視鏡装置によっても、第１実施形態と同様の効果を得
ることができる。
【００５５】本実施形態でも、洗浄口は、鉗子口出口付
近が洗浄できる位置であれば、どこに設置してもよい。
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【００５６】また、本実施形態では、洗浄口の噴出口を
複数にする、もしくは拡大して、同時に結像レンズと鉗
子口出口付近を洗浄できるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態による内視鏡装置の概略
構成図
【図２】本発明の第１実施形態による内視鏡装置の先端
部の拡大図
【図３】本発明の第２実施形態による内視鏡装置の概略
構成図
【図４】本発明の第２実施形態による内視鏡装置の先端
部の拡大図
【図５】本発明の第３実施形態による内視鏡装置の概略
構成図
【図６】本発明の第３実施形態による内視鏡装置の先端
部の拡大図
【図７】本発明の第４実施形態による内視鏡装置の概略
構成図
【図８】本発明の第４実施形態による内視鏡装置の先端
部の拡大図
【符号の説明】
１００、２００、３００、４００    内視鏡挿入部
１０１、２０１、３０１、４０１    結像レンズ
１０２ａ、２０２ａ、３０２ａ、４０２ａ    照明レン
ズ
１０２ｂ、２０２ｂ、３０２ｂ、４０２ｂ    照明レン
ズ
１０３、２０３、３０３、４０３    鉗子口
１０４、２０４    結像レンズ用洗浄口
１０５、２０５、２０６    鉗子口用洗浄口
３０７、４０７    結像レンズ用および鉗子口用兼用洗
浄口
１６０、２６０、３６０、４６０    コンピュータ
１６１、２６１、３６１、４６１    モニタ
１６２、２６２、３６２、４６２    キーボード
１６３、２６３、３６３、４６３    ポインティングデ
バイス
１８０、２８０、３８０、４８０    照明ユニット
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